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研究成果の概要（和文）：実施できたのは佐賀大学での臨床実習評価の信頼性検証である。実習を行う27領域に
おいて共通する６つのコンピテンス領域、23のコンピテンシー項目が評価された。108人の学生データのうち欠
損値や分散がゼロとなる領域などを一定のルールで削除し、残存する欠損値を多重代入法によって補った上で一
般化可能性分析を行ったところ、Φ係数は0.50、コンピテンシーを23、臨床領域を27として決定分析を行うとΦ
係数予測値が0.72となった。臨床実習評価は、一定の信頼性を有すると推測される。欠損値や分散がゼロになる
といった問題に対しては、評価手法の見直し、評価の意義に関する周知が求められる。

研究成果の概要（英文）：We conducted a reliability study of the assessment for clinical practice 
training at Saga University. The generalizability study of the 108 students' data, in which missing 
values and areas with zero variance were removed using certain rules, and the remaining missing 
values were compensated for using the multiple assignment method, yielded a Φ coefficient of 0.50 
and a Φ coefficient prediction of 0.72 by a D (decision) study with 23 competencies for all the 27 
clinical areas. We suppose that the assessment for clinical practice training has a certain degree 
of reliability. For problems such as missing values and zero variance, a review of the evaluation 
method and faculty development for the meaning of clinical training assessment are required.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
臨床実習評価は、医師としての知識、技能が身に付いたかどうかを確認するために社会的にも重要性が高い。そ
のデータに一定の信頼性があることは様々な仮定を経てようやく示せたが、半数以上の領域ではデータが利用で
きていないなどの不備も指摘された。今後、臨床実習評価をどのように改善すべきかに関して重要な示唆があ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、医学教育の中で医学部卒業、専門医資格認定などのクリティカルな合否判定を必要と
する学習者評価の機会において、より信頼性、妥当性を向上させるための基盤となるものである。
例えば、いずれの場合にも知識を確認するための多肢選択式試験（multiple-choice question：
MCQ）は頻繁に用いられ、一定以上の問題数で信頼性にも優れているが、臨床能力が十分かど
うかを確認するためには、実技試験や臨床現場の業務に基づく評価（work-based assessment：
WBA）を組み合わせることも不可欠である。 

MCQ、実技試験、WBAの 3つを組合せて合否判定を行う際、2つの課題がある。1つはWBA
においては評価者が不特定多数となるため、一般化可能性（generalizability：G）理論の応用に
unbalanced dataに対する G解析が必要となる点である。もう 1つはMCQ、実技試験、WBA
の得点を組み合せた合否判定の正確性を向上させるために、合成得点の信頼性の確認が必要な
点である。これらの方法論を専門医試験に応用したのは 2018年の大西の発表が最初であり、今
回の研究ではそれを他の専門医試験や医学部卒業試験に応用する。 

 
わが国では、2017年度より医学教育分野別評価システムが正式に開始されるに至り、学習成
果の達成を確認するコンピテンシー基盤型教育やそれに基づく学習者評価システムが必要とさ
れるようになってきた。医学部卒業、専門医資格認定といったよりクリティカルな合否判定が必
要な学習者評価においては、如何に臨床能力を評価するかが大きな課題である。Miller（1990）
は右図において、knows―単に知っている、knows how―やり方を知っている、shows how―や
って見せることができるだけでなく、does―日常的に出来ていることの評価が重要で、そのため
のWBAがないことを指摘した。その後、様々なWBAが開発され、より妥当な学習者評価が可
能にはなりつつある。しかし、これを実際の合否判定に組み込むことは簡単ではない。 
まずは、合否判定と学習者評価の信頼性の関係についての問題がある。そもそも、各学習者の
能力を評定する際、一般的にその評点は点推定値であり、統計学的に考えると信頼区間を設定し
なければならないことになる。信頼区間は評価法の標準誤差に依存しており、評価の信頼性が高
くなければ各学習者の評点の信頼区間が広くなって、合否判定に誤りが起こりやすくなる。
Downing（2003）は合否判定を行うような総括評価の信頼性係数として 0.8 以上が求められる
としている。 
これを踏まえ、WBA を合否判定に組み込む際に問題となる点は 2 つに大別される。1 つは、

WBA自体の信頼性を求めることが困難なことである。それぞれの学生を評価しようとしたとき
に、WBAにおいては 1対 1の指導場面が必要だが、多くの場合臨床教育現場における指導場面
は患者が入院するときなど前もっての準備が難しい。指導医もそれぞれの業務の隙間をぬって
の指導を行うため、指導医＝評価者が常に入れ替わる可能性がある。このような状況においては、
それぞれの学生が何人の評価を受けるか、どのような組合せの評価者かは不特定となるため、信
頼性検証を行う際に unbalanced designの G理論を用いた解析が必須となる。しかしながら、
この方法論を用いた医学教育分野の研究は、本邦では見られない。 
もう 1 つは、複数の評価要素を組み合わせて合否判定を行う際の方法が複数ある点である。
それぞれの評価要素の評定を平均化・序列化して合否分割点を決める方法（補完型基準）と、そ
れぞれの評価要素で合否分割点を決めてからそれぞれの合否結果を組み合わせて全体の合否を
決める方法（連結型基準）が存在する。これらのうちどちらがよいかに関しては、これまでに国
際的にも結論は得られていない。 
従来、WBAを合否にどのように組み込むかについて、これら 2つの問題点から量的な議論は
出来ていなかった。しかしながら、大西は 2016年に発表した VSOP法というWBAに関して、
unbalanced design の G 理論を用いた信頼性検証について 2019 年度のアジア太平洋医学教育
会議にて発表する予定である。また、日本プライマリ・ケア連合学会が運用している家庭医療専
門医試験の結果における MCQ、実技試験、ポートフォリオ（WBA の一種）を組み合わせた合
否判定について、補完型基準の方が信頼性指標が高くなることを 2018 年 11 月に開催される米
国医科大学協会の医学教育研究発表会にて発表予定である。ここでは、3つの評価要素において
補完型基準を用いる際に必要な合成得点（composite score）の概念を適用している。 
本研究では、卒前教育、卒後研修において最も信頼性、妥当性が要求される 2つの場である医
学部卒業試験、専門医認定試験の 2つの場を選び、それぞれの場で筆記試験、実技試験、WBA
の各要素の信頼性と、合成得点の信頼性を求めることを主眼とする。また、これらの信頼性係数
が 0.8という要求水準を満たすか、満たさない場合どのような対策が必要かについても議論を行
う。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、卒前教育の筆記試験、実技試験、WBAを組み合わせて行う合否判定において、



各要素と合成得点の信頼性を求め、信頼性係数 0.8 という要求水準を満たすかどうかを確認し、
満たさない場合にどのような対策が必要かを論じることであった。ただ、実際には各大学で実施
し得るあるいは外部に結果を公開できる学習者評価は限定されており、最終的には臨床実習に
対する学習者評価の信頼性を確認することに留まった。 
 
３．研究の方法 
 
佐賀大学医学部医学科における臨床実習評価は、全科にわたって６つのコンピテンス領域、23 の
コンピテンシーを評価する形式である。科の数は８つの内科を含む 30科である。これらのうち、
選択でローテートする科、何らかの理由で実習評価のデータが不十分な科を除外した。また、解
析に用いる科の成績データがある科において全項目で欠損している学生のデータを除外したり、
あらゆる学生において埋められていない項目を除外したりし、最終的に解析に用いたデータは
44 人分、22 項目、９科となった。欠損値の補充は多重代入法を用いた。コンピテンシー項目と
実習科の２つの facet を用い、G-String IV を用いて一般化可能性分析を行った。信頼性はΦ係
数で求め、項目や科の数を変更してΦ係数の変化をみる決定分析も行った。 
 
 
４．研究成果 
 
Φ係数は 0.50、コンピテンシー項目数を 23、臨床領域を 27 に増やして決定分析を行うとΦ係数
の予測値は 0.72 となった。臨床実習評価は、想定通りに行われていれば一定の信頼性を有する
ことが推測される。ただ、解析に際し、様々なデータクリーニングが必要であったため、全員、
全領域、全コンピテンシーの評価が得られていた場合に推測された値との乖離がどの程度にな
るのかは議論できない。分散がゼロになる領域があるのは、全員に同じ評価をするなど、現状の
評価手法が適切でないか、適切に用いられていない可能性があり、評価手法の見直し、評価の意
義に関する周知が求められる。 
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